




出典：「エネルギー白書2008」資源エネルギー庁

［石炭を100とした場合の排出量比較（燃焼時）］

CO2（二酸化炭素） NOx（窒素酸化物） SOx（硫黄酸化物）
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［高効率発電・空調パッケージシステム］

排ガス排温水投入型
ガス吸収冷温水機

・排ガス

100% 100%

一次エネルギー

都市ガス

製造・輸送時のロスはほぼゼロ！

都市ガス工場

ガス導管

ガスコージェネレーション
システム発電電力

必要な電力

自然エネルギー
発電電力



天然ガスの利用促進
高効率システムの開発・普及促進
（天然ガスコージェネレーション）
高効率機器の開発・普及促進
（高効率給湯器など）

0
（年度）2011（基準年度）

排出量 排出量
排出量

20202012

抑制量目標
800万トン-CO2

抑制量実績
86万トン-CO2

対策をしなかった
場合の
CO2排出量

100

空
調
負
荷

従来機器

入替前
「涼厨®」
すずちゅう

入替後

50

%
空調負荷を
30％削減

約100％

37％※3

製造（エネルギー変換）効率
＋ 輸送効率

一次エネルギー
換算効率
（ 　　   ）
56％

29％

×

高効率ガスコンロ

IHコンロ
56％

79％※2

機器熱効率

＊４人家族のキッチンにおけるエネルギー消費量を2.22GJとして換算※1
＊機器効率：ガスコンロ／56％、IHコンロ／79％※2
 ※1）関東平均：家庭用エネルギー統計年鑑より　※2）IHコンロはJIS基準に準じて測定

年間のCO2削減効果（IHコンロとの比較）
336.9㎏-CO₂（ブナの木67.4本分）

年間のCO2削減効果
（従来コンロとの比較）

49.3㎏-CO₂
（ブナの木9.9本分）
エネルギー消費量2.22GJとして算出
機器効率：高効率コンロ／56％、
 従来コンロ／45％

従来型給湯器 CO2排出量 省エネ高効率給湯器
「エコジョーズ」

湯 ドレン管へガス水

中
和
器

空気空気

二次熱交換器

一次熱交換器

湯ガス水

一次熱交換器

空気空気

240kg
13％削減

効率95％

年間のCO2削減効果
240.3㎏-CO₂
（ブナの木48.1本分）

二次熱交換器

一次熱交換器

※HHV（高位発熱量）基準により算定 

一次熱交換器

排気ロス 20%
（約230℃）

排気ロス 5%
（50℃～80℃）

（効率80％） （効率95％）
従来品 「エコジョーズ」

効率80％



CO2排出削減率 41％

CO2排出量  690g-CO2※3

CO2排出量  170g-CO2

CO2排出量  510g-CO2

従来型システ 天ム 然ガスコージェネレーションシステム CO2排出量

天然ガスコージェネレーション
システム

火力発電

ボイラ

発電効率 40％

熱回収効率
30％

需要端効率
40% 電力

1kWh

熱
2.7MJ

天然ガス
0.074m3 効率90%

天然ガス
0.22m3

石炭
石油
LNG

510g
690g

860g
350g
41%削減

170g

火力発電
+

ボイラ

天然ガス
コージェネレーション

システム

※1

※2
※2

※2





ガス導管へ バイオガス由来の
都市ガス









［使用済み用紙のリサイクル｢循環再生紙」］

印刷物

東京ガス

自社回収

船で運搬

回収された古紙

圧縮された古紙印刷用再生紙

製紙工場

管理された植林材
再・未利用材（間伐材など）

古紙センター

印刷物

圧縮された古紙

古紙問屋印刷会社




